
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

参

議

院

総

務

委

員

会

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
過
疎
地
域
の
現
状
と
課
題
を
十
分
に
把
握
し
、
各
集
落
の
実
態
に
即
し
て
、
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る

事
業
の
実
施
や
、
集
落
を
支
援
す
る
人
材
の
育
成
・
確
保
な
ど
、
き
め
細
か
な
集
落
の
維
持
及
び
活
性
化
対
策
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
積
極
的
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二
、
過
疎
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
地
域
の
自
給
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
国
民
全
体
の
生
活

に
か
か
わ
る
公
益
的
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
で
、
住
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
活
力
に
満
ち
た
地
域

社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
。

三
、
過
疎
地
域
の
置
か
れ
た
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
は
特
に
、
地
域
医
療
の
確
保
、
就
業
機
会
の
創
出
、
生
活
交
通
の
確
保
、

情
報
通
信
環
境
の
整
備
、
子
育
て
の
支
援
、
地
域
間
交
流
の
促
進
等
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

四
、
過
疎
対
策
事
業
債
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
所
要
額
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
ソ
フ
ト
対
策
に
係
る
資
金
の
確
保
・

充
実
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
過
疎
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
主
体
的
か
つ
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
ソ
フ
ト
対
策
の
取
組
を
十

分
尊
重
す
る
こ
と
。

五
、
過
疎
地
域
の
厳
し
い
現
状
を
十
分
に
踏
ま
え
、
実
効
性
あ
る
過
疎
対
策
を
行
う
た
め
、
本
法
律
施
行
後
速
や
か
に
総
合
的

か
つ
抜
本
的
な
検
討
を
開
始
し
、
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
そ
の
検
討
結
果
や
平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
、

地
方
分
権
改
革
の
進
展
状
況
等
を
勘
案
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


